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研究動向・成果

１．研究の概要

　本研究の目的は、防波堤の供用期間中におけるラ

イフサイクルコストの期待値やばらつきを算定でき

る手法を開発し、防波堤の維持管理や管理水準（安

全水準）の在り方を検討することにある。ライフサ

イクルコストは、①防波堤の初期建設費、➁防波堤

に変状が発生した際の補修費や大規模被災が発生

した際の復旧費（直接被害額）、③防波堤の被災に

伴い背後港湾で発生する物流迂回コスト（間接被害

額）、の供用期間中における累積合計額として定義

した。

２． 研究結果の概要

　消波ブロック被覆堤におけるブロック沈下管理の

在り方について試算を行った結果を以下に示す。

　消波ブロック被覆堤における消波ブロックは、図

1に示すとおり、台風の高波の際に飛散するなどの

ため、経年的に徐々に沈下することが多い。この沈

下を放置すると、ケーソン本体に直接波力が作用し、

条件によっては波が砕波して衝撃波力がケーソンに

作用するため、ケーソンが捨石マウンドから滑落す

るなど、より大きな被災に至る可能性が高い。しか

しながら、一般には消波ブロックが多少沈下したと

しても放置されることが多い。これは、防波堤全体

としては通常時の波に対しては十分安定であり、防

波堤背後の静穏度は確保されており、補修の切迫性

が低いと判断されるためである。

　消波ブロックがどの程度沈下したら補修を行うと

(沈下補修開始基準)、ライフサイクルコストを最

小化できるかについて開発したツールを用いて試算

した。図2は実際の防波堤断面を対象にした試算結

果であり、横軸に消波ブロックの沈下補修開始基準、

縦軸は上述のライフサイクルコストのうち➁と③の

合計値の期待値と標準偏差をプロットしたものであ

る。

　本図より、消波ブロック1個分程度の高さの沈下

　（キーワード）　　防波堤、維持管理、ライフサイクルコスト

が発生した際に、速やかにブロックを補充するとラ

イフサイクルコストの期待値を最小化できるととも

に、被害発生時に甚大な被災となる可能性を抑制で

きることがわかる。限られた検討結果ではあるが、

消波ブロック被覆堤では、こまめにブロックの沈下

補修を行うことが、トータルコストを抑制する観点

からは合理的な選択であることが明らかになった。

３．おわりに

　今後、本モデルの検証等を行い、本モデルを実務

で活用できるように更に改良を行う予定である。
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図1　消波ブロック被覆堤の被災連鎖のイメージ図

図2　消波ブロック被覆堤における沈下補修開始基

準とライフサイクルコストとの関係（試算事例）
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